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　Mans丘eldの短編小説の魅力の一つは人物とその周囲の拝情性に満ちた描写それ自体にあり，この点で彼女の

作品は物語というよりは詩や絵画と共通するところがある。時には女性の径し気なまた時には少女の純真で微妙

な心の動きの描写においては打情詩のようであり，生命を吹き込まれたかのような情感こもる自然の描写におい

ては印象主義の絵画のようでもある。新しいというよりは親しみのある，それでいて意識されずにいた微細で暖

昧な瞬時の経験を新たに追体験させることに，作家の意図があると言ってもよいであろう。それゆえ作品のプロッ

トはきわめて短いか，At　the　Bayのようにほとんど無いに等しいものもある。プロットよりは心理をも伝える人

物の精細な言動，彼らを取り巻く状況の鮮明な描写の方に関心があったのである。

　人物（特に子供）や風景の鮮明な描写は感受性豊かな作者の天賦の才能によるとかたづけてしまうのは容易で

ある。しかし，プロット重視の小説の伝統に反して，主人公の劇的生涯などよりは，人生のごくありふれた断片

に真理を暗示させる方法を見い出し，しかも短編小説という新しい形式での彼女の野心的な作品とその文体には，

いくつかの技巧とも呼びえる特徴がある。それは例えぽ，作品の優れた構成，描出話法など話法の自由な駆使に

よる心中の描写，イメージ豊かな平明で精細な文体，無駄のない文章，時制（tense）の巧妙な変換，暗示性や余

韻などの面で工夫された表現などである。また，子供の描写において窺われる，いとも容易に子供の世界にもど

れる彼女の才能，あるいはまた子供の世界に共通の行動や思考を選択しこれを簡潔な言葉として表現できる彼女

の能力を技巧と結びつけることはできないが，虚栄，欲望，自己欺隔，利己主義倦怠，孤独などに慢性化して

いる大人の世界を子供の無垢な目で捉えることは風刺的視点の導入であり、一つの技巧と呼んでもよいであろう。

その外にも技巧的に優れた点が数多くある。彼女が作品の推敲にいかに入念であったかが，　1921年1月17日に義弟

Richard　Murryへ宛てた次の書箇に窺えるのである：

　　It・・avery　qμ・e・止i・g　h・N・c・’・ft・。m・・i・t。　w・iti・9・エm・・n　d。wn　t・d・t・i1・・ぬ・㎜・・♪’e・ln∬Miss

βガ」’1、h。。、e　n。t。n1ゆ，1，ngth・f・every・sent・n・e，　b・t・…th・・…d。f・v・ry・・nt・・ce・1・h。。se血e　rl・e

and　f。11。f，v，，y　p。，ag，aph　t。且ther，　and　t。　fit・h・・。n　th・t　d・y・t　th・tvery　m・血・nしAft・・1’d　w・itt・n　it

Iread　it　aloud　　numbers　of　times－一一just　as　one　wouldρ勿over　a　musical　composエtエon－－trylng　to

9，t　it。eare・and　nea・e・t・the　exp・e・・i。・・f・Miss・B・ill一皿til　it趾t・d　h・・・…If・thi・g　h・s　really　c°me

off　it　seems　to　me　ther已mustn・t　be　one　single　word　out　of　place，　or　one　word　that　could　be　taken　out・That’s

how　I　AIM　at　wr三ting、　It　wi11　take　some　time　to　get　anywhere　near　th白rem

このよう1・＝　Mansfieldは技巧に関しては，常に自己錬磨を怠ることがなかった。（2）その反面・彼女には不満足のま

ま未完のままに放棄されてしまったものも多くあることから，その鶴的雄質も鑑み・N・・im・・H。・m・sjiは

次のように述べている：
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　　No面ubt　Katherine　Mansfield陥s　a　consclous　practitioner　of　her　art，　and　her　craftsmanship　was

hard・won．　Yet　whateveガ　she　wrote，　she　wrote　sp⑪”ta距eously　and　instinct玉ve王y韮ke　an　inspired　artist．　It

斑ay　be　said　that　she　was　deliberate　in　her　choice　of　the！羽aterial，　but曲e　wrote　what　she　cou玉d　on　the　sp騒r

of　the　1nement，量n　a　n｝⑪ment　of韮nsp量ration，　uτ】der　the　g賢i｛玉ance　of｝】er　in5t三ncむに｝

　傑作の一つであるT］ie　Garden勘御（以後GPと略す）においても，躍遊会の催しをめぐる人物達の細やか

な心中を窺わす言動およびその周囲の描写に作品の緬殖を見いだすことができるeしかしこの作品ではそのよう

な文搾的蒋徴の外にある程度の物諾性が要求されている。すなわち園遊会の行われたそのEの劔から晩までの短

いi躊｝に，遮くに住む馬寧撰ぎの事故死を知ることで，少女Lauraの心に何が生じたかの覇題である。またこれと

の灘連でいくつかの作品講成上の配慮を窺い知ることができる。本稿ではこの作品の構成と文体的特徴および主

人公Lauraの心理的変遷について考察したい。

II構 成

　この短編小説のブPットは短く，裕福なSherldan家で羅される園遊会の日の朝から晩までの出来事である。

朝，庭では人夫達によるテソトの設営が行われ，家の中では来客を向かえる準備で慌ただしい。準備も整った頃，

ふとしたことで近くの貧蜀窟に住むScottという馬車引きが事故死したことが知らされ，残された家族への配慮

から園遊会中止の提案がLau照から出される。しかし結局はそれぶ姉嫁∫oseや母から非常識であると否定され

てしまい，午後になって園遊会は予定通ウ行われる。園遊会後父が死んだSc⑪ttの家庭に意外な同情を示したこと

で，母のi疑案により，Lauraが園遊会で残った料理をScottの家族のいる家に届けることになる。夕閣迫る頃，

L灘raはその家に行き，悲しみの中にあるSoott夫人そしてScottの死顔を見るのであるe

　作品全体は，躍遊会が縫されるSher三dan家の庭顕を中心とした世雰と事故死した馬車引きが安置されている

貧昆窟の租雰という全く慧照的な「M」と「陰」の二つの世界からなる。この二つの琶界を移動するLauraの心

の変乾の大部分は被女の言動や前後の文脈をこよって暗示されたままであるが，こ，れらが読者によって推測される

ように作品が編まれていること1こ気づくのである。巧みに配置されたいくつか作品の溝成部分についてここでは

考えてみたいe

　最靭の「陽」の量界において，園遊会用のテソトを張りにきた人夫達とLauraが出会う場面がこの作品の理解

を靭ける大きな役割を果たしている．Man’sfield　eまこの場に作品全体を理解するのに必要な梼報をそれとなく盛

ウ込んでいる。Lauraに開する権報としては主に次のことが挙げられる：

1）裟女熱育った上流階級の蟹習やしつけとこの型にはまらない彼女の｛生格二

　　王乏｝s鮪由玉三cious　to　have　an　excttse　ior　eating　eut　ef　doors＿．｛4｝；She＿tr三ed　to　look　severe　and　even　a　Iittle

blt轟｛｝rt－slghte（圭as　3｝垂e｛：a靴e擁｝to　them．　古Good瓢（｝紐｛轟9，’she　sa｛｛玉，　copy玉ng　herπ主other’s　voice．　But　that

se継Rded　＄e　Seaffully　affected　that　＄he　wa＄　asha豆ledi，　Rnd　stam蹟ered韮韮｛e　a玉三ttle　gir玉，‘Oh－er－have　you　come一

圭巳蛙麟戯癌εrnarqtiee？’｛5｝；La魅rゴS　tipbring至ng　made　ker　wgnder　for　a　mernent　whether髭was　qu至te

τespectful　ef　a　werkman　te　talk　te　lier　efもangs・s玉ap量轟t蝕eεy｛エBut　she　d韮d　quite　foliow　him．C岳，

2）も魏給雄むしろ素潜で入問駒な下屡墜級の人間に好感を持ち，彼らから特別視されることを鎌う。また藩級

差尉について嫁反餐であったこと二

　　丁蓋ey　casr三e鍾＄taves　cgVere｛圭～撃圭tli　rellS　cf　cafivas，　afi塵　t｝玉eア蓋ad　b三g　tOO玉一bagS　S王u轟9｛｝R　the三r　backs．　They

lgel；eCt　11spressive｛？，；餐醐9ery　nice　workmen　wereltS｝；王｛ow　many王ne登血at　s短k麗w　wOH玉δ　have’done

綴¢難軽鎌玉轟9‘O灘｝kg騨　extra｛｝羅1無aτ至韮y轟至££W｛》由羅e塁W蟹ε費she　the騒ght．’wr ?bOt1王d貸，t　she　Laマe　Wor｝く1韮en

｛｛｝責τ圭e寵書路鋤er彗主餓癒e§三圭圭｝・　bgys　she　danced　with君寵二癒｛｝c丑愁e　to　Sunda｝・n三9｝ユt　supper？She　wou王d　get

盤鑑…雛｝由磁垂r響鐙｝鶉雛撒ε徳馨se｛登｝；｛斑atey！，　Tke　fr量e賊1至配s§of辻，　the　一　the－just　to　prove　hOW　1｝Rppy　she
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was，　lust　to　show　the　tal匿feHow　how　at　home　8he　fe星t，　and　ho、v　she　despised　stupid　conventions，　Laura　took

ab三g　bite⑪f｝ler　bre註d－and・butter　as　she　staτed　at　the　litt正e　drawing・　She　felt　just　1量ke　a　work・9ヨr玉・｛1°，

これらの情報がここでさりげなく与えられていることによって，事故死したScottの家庭を同じく同情しながら

何故彼女の考えがJoseやMf呂Sherid置nと異なるのか，あるいはまた何故Scottの安らかな死顔に感動し，派手

な服装を詫びるのかが理解できる。彼女はJoseや母に較べて下層階級の人問に対し軽蔑的な偏見をそれほど強く

持っておらず，彼らの持つ人間的魅力を十分に評価できる人物として描かれているのである。

　その後Mans盛e】dはこれらの情報提供のための余計な線り返しはできるだけ避けているのである。短編小説の

短いという性質は凝縮と省略を余儀なくし，鐸品の各部分の持つ意味の量がそれだけ増すことになる。しかしこ

の作品ではこの意味の過多が重々しく感じられるごとはない。Mansfield　CkifL者の常識と想1象力にその多くを無

理なく委ね，あくまでも少女の行動として自然な叢写だけを残している。それゆえに，作品を何度か読んでいる

うちに，必要な椿報が説明的な情報としてではなく，人物の行動の中に生き「た驚報として存在することに気づく

のである。

　園遊会の前に練習するJo5eの歌もまたその後の作品の展開を考えれぽ，作品の構成上の意義のあるものとな

る1

This　L旋is　Vee・ary，

ATear－a　Sigh．

ALove　that　Chan－ges，

　This　L1fe　is　IVee－ary，

ATear－a　S三gh．

ALove　that　Chan・ges，

And　t圭｝en．．．　Good・bye！

This　Life　is舅～陀一aτy，

Hope　comes　to　I）ie．

A｝）reamL－a耳Y7a－keRing．鋤

愛も希望もはかなく果てるこの撞を憂える歌である9内容の悲しさはこの作品を構成する二つの毒界の中・第二

の暗い貧民窟のr陰」の世異と共通である。この歌が第一の』「陽」の世雰の中で，しカ・もまだ事故死の知らせも

ない段階で歌われることは，コソトラストによってこの場の楽い・雰囲気を際立たせる劾果がある外1こ，この歌

が後に起こる悲しい出来事の兆しとしてあるこLlこもなる。さらにまた，その歌われ方も事敏死に薄する∫05巳や

Mrs　Sheridanの反応と対慈するものである：

　　Rontノ　’II’a艦ta－t丑：ree－ta！　T｝！e　p三ano　b這rst　out　so　pass三enate王S・t｝沿t∫ose’s　iace｛：hanged・　S｝ie　claSl）e｛歪her

h闘ds．　She　locked瑚ou蹴圭犠縫y　and　enig王na宅lcal董y　at　ker拠o癒er　and　L丑ura　as　the｝r盤盈e　in－

　　B粧at　t盈e蜘越‘G。。曲ye’，・an｛i・althGug｝i　the・P量an・s。unded　mere　desPera圭e　tkan　ever，　her　face　br・ke

i盈t｛｝abゴ翌董垂an士，　dr｛｝aδf穀銭y　u離s｝磁pathe仁｛¢Sln三王e，

‘Aren’t王三擁good　vo重ce，狙umm｝・～’s短「beaune（1．u2｝

園遊会が近づいている楽しい雰囲気の中では，この物悲しし轍も気分を込あて歌われたにしても結隷象撫ヒさ

れる封象になった把過ぎない。喜びと悲しみがいかに衝立し難いか。喜びの中での悲しみへの縄椿（sympathy）

には憲Lii全鰻りがある。このようなことが歌の挿入によって確示されているのではないだろうカ㌔これはLa讐膿の

規点から見た∫gseと擁r3　Sheridanの事故苑に対する態獲と弼じである。この揚の‘a　brilliant・dreadful王y　Ufi一

呂y聯融畿翻｝芒・は．そa・Ufisympathetic’という言葉の面からも嫉下の」・se　’Y　Mrs　Sheridafiの発言とアイ
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P」ックに結びついていくのである

　　・Pm　every　bit　as　sorry　about　it　as　you．　Ifeel　just　as甥ヱρロ〃昭tic・’σose）c13〕

　　‘What’s　the　matter　with　you　to・day2　An　hour　or　two　ago　you　were　insisting　on　us　being　sp”zPathetic，　and

tlow・一一一一一一一’ iMrs　Sheridan）t14，

（イタリックは窒薩者）

事故死した男の家族に対して示すJoseや母の同情（sympathy）が自分のとは根本的に異なっているようだと，

下層階級への偏見を持たぬLauraは考えるのである。彼女達にとって下屠階級に対する同情は，階級差別を意識

しながら上から下へ衷れみを垂れることであり，Lauraにとっては人間として対等に痛みを分かち合うことなの

である。

　GPには人物や状況の審観的描写という一般的な役割以外にも，　narratorがより主観的な意見を述べ，同時に

貧民窟とSheridan家とのこれまでの関係を説明する箇所がある。作品に不意に挿入されたこの説明的な箇所も

また作品の構成上独特の役割を担っている。園遊会中止のLauraの提案に対してJoseはそれが無茶な話である

ことを主張する。これに対してのLauraの反論の後に，　narratorはむしろJose側を弁護する。この箇所からは・

Lauraの視点からの見方がかならずしも絶対ではないこと，彼女にはまだ処世術を知らない未熟さが残っている

こと，それゆえ彼女の言動についてはこれを差し引いて考える必要があることが示竣されているようである二

　　‘Nobody　expects　us　to．　Don’t　be　so　extravagant2（Jose｝

　　tBut　we　can’t　possibly　have　a　garden・party　with　a　man　dead　just　outside　the　front　gate．’（Laura）

　　That　really　was　extravagant，　for　the　little　cottages　were　in　a　lane　to　thernselves　at　the　very　bottom　of

asteep　rise　that　led　up　to　the　house．＿　They　were　the　greatest　possible　eyesore，　and　they　had　Ilo　right　to

be　in　that　neighborhood　at　all．（narrator）tls，

（括弧内は筆者）

主人公の考えが常に正しいわけではない　　もっともnarratorの意見も常に正しいわけではないが　　a少なく

ともここで作者は少女の思考の限界を意識させるのである。

　同時にまたこの箇所では，小さい頃Sher董dan家の子供達は悪い言葉やその他の影響を受けないように貧民窟

への出入りを禁じられていたが，大きくなってからは，Lauraと兄のLaurieだけにはその貧民窟の生活を知ろう

とする意識があらかじめあって一‘But　still　one　rnust　go　everywhere；one　must　see　everything，’〔’f’）　，何度

かその場所を通り抜けたことがあったことが述べられるのである。この二人の共通の経験は，この作品の最後に

おいてLauraが人生について何かを言おうとした際に，　Laurieが彼女の気持ちを理解できる人物であることを

示す布石になっているのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　m　文　　　体

　主人公Lauraの微妙な心の変化を臨場感を伴って直接的にまた暗示的に伝えるのに役立うているものの一つ

に，Mansfieldの独特の話法の操作がある。　Mansfieldはいわやる描出話法の外にも不完全直接話法（引用符を省

略した直接話法）とでも呼ぺるような話法の操作，さらにはこれらとの関係においての人称や時制の変化などに

よって，心の中を見事に描写している。これらの話法は即座に人物の心中に読者を引き込み，臨場感を生み出す

と共に，引用符や伝達部分の省略による迅速さによって，人物の俊敏さや相手への気遣いや思いやりの性質まで

も伝えることができる。次にいくつかの特徴を挙げたい。

　園遊会に呼ぶ楽鼠の件での人夫達とLauraの会話の場面では直接話法と描出話法が使われている：

’H’m，going　to　have　a　band，　are　you？”　said　another　of　the　workrnen．　He　was　pale．　He　had　a　haggard
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100k　as　his　darK　eyes　scanned　the　tennis・court，　1Wiat　was　he　thinking～

　　‘Only　a　very　small　band，’said　Laura　gently．

s7nall，“7〕

（イタリヅクは筆者）

R召ガ雌加1昭WOtt’dn　’t　71zi7zゴso　inztcltヴ’1昭band　Wtzs　9～漉8

二人の会話は直接話法だが，Lauraの心中は描出話法で表されている・Lauraの心中のみならず・人夫に対する

不安と緊張，機転なども同時に伝えられる。

　また心中を表すために不完全直接話法が使われる場合もあるeLauraが帽子をかぶったかわいい自分の姿を鏡

で見たとき，園遊会停止の考えも揺らいでしまうl

　　Never　had　she　imagined　she　c⑪uld　look　like　that，．なmotherガ81～孟～she　thought．　And　now　she　hoped

her　mother　was　right，　Anz　i　being　extravagant，P　PerhaPs　it　was　extravagant，CiS】

（イタリックは筆者）

読者は人称と時制の変化によって瞬時にLauraの意識の中に放り込まれるのである。

　さらにまた，これらの話法が主人公以外の心中の描写に使われる場合もある1

　　An　awkward　little　silence　felL　Mrs，　Sheridan　fidgeted　with　her　cup．　Really，　it　tvas　vel　y　tactless　Of

fa冴昭，’＿｛19）

（イタリックは筆者）

意外にもScottの家族に同情したMr　Sheridanの言葉によってLauraに対しての面目がなくなったMrs

Sheridanの心中が表されている。あるいは1また他の人物の心中を主人公が推し量うたものを表していることもあ

る二

　　She　seemed　as　though　she　cou！dn’t　understand　why　Laura　was　there．　肩η昭’ゴゼit　inean．P　WIzy　was

this　5’｝御8θプ吻励28鋭’1昭擁‘1～召n瞬1昭う磁召’P　I｛物’Wtzsゴ惚1’a伽置P｛2D】

H。pPy．．，haPPy，…煮」1肋・」乙・aid　th・t・1・epi・g・face．”翻姻酬勲1面a∫伽・・7zt・nt．（21’

（イタリヅクは筆者）

最初あ例蜆知らぬLau，aの不意の訪問に戸惑うS・・tt夫人の心中を描出話thで・次の例は死んだS・・tt氏の心

中を不完全直接話法でそれぞれ表している。それぞれの話法においては人称と時制が巧みに変えられている。

賜感はまたイ・一ジ豊かなM。。，丘。ldの文体によってももたらされている・例えぽ・園遊会の輪が着々と

進んでいく家の中の様子ig　Lauraの感覚を通してこう描写している：

　　Sh，　was　sti11，　li、t。ni。9．　AII　th・d。。・s　i・th・h・u・e・卿昭d　t・b・．・・pe・・Th・h。use撚・伽漁・の・

q。i、k．、t、p、　and　ne，”・ゴ，署翻＆Tl・e・green　baize　d…th・t　1・d　t。　th・kit・h・n・regi。・・st・n‘119・P・n　a｝～ゴs’王1‘’

磁1、。。励4伽d．A・d・・w　there・・一～・ng，　ch…轍9　ab・u2’d　s・t・’・d・lt　wa・the　heaay　Pian°　being

7noved。幡雌螂’・7s．　B・t‘1・・副lf　y。・・t。PP・d　t・n。tice，　was・t1・e・ai，伽の，・」茄・跳P　Lゴ甜’・f・i’～’

痂ゐw，re　p1、y三。g・h…i・at　th・t・P・・f　th・wi・d。鴨。・t・t　th・d。。・＆A・d　ther・we鱒・ti71）’・sp・ts　Of

、，、，1，。、昭。励、吻。t，・ne　on　a・伽脚励9吻1・加卿繍9∫…D・・’ling　tittle　sP・なE・peci・lly伽

。。、。。〃昭ゴ卿。t　lid．　lt　wa・qt・’卿a肌A・wa？7n酬・・加・t・・．　She　c。・ld　have　kissed　it・‘22’

（イタリヅクは筆者）
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ここでは，擬人法の外に，視覚的，聴覚的，触覚的イメージという異なった種類のイメージが豊かに用いられて

おり，活気ある寂の中の様子と胸弾むLauraの心中が見窃に描写されている。

　このようなイメージ豊かな文体はまた，この作品を構成する「陽」と「陰」の二つの世界の差をイメージの面

から際立たせている。次の描写はLauraがこれから貧民窟に向かう揚面である1

　　It　was　just　growing　ditsky　as　Laura　shut　their　garden　gates．　A　b1g　dog　ran　by　liiee　a　shadow．　The　road

gleained　white，　and　down　below　in　the　hollow　the　little　cottages　were初deep　shade，　How　quiet｛t　seemed

after　the　afternool1．　Here　she　was　going　down　the　hill　to　somewhere　where　a　man　lay　dead，　and　she　couldn’t

realize　it．　Why　couldゴt　she～She　stopped　a　minu亡e．　And　iE　seemed　to　her　that　kisses，　voices，　tinkling

sf）oons，　iaugitter，　the　smeli　6ゾ‘rushed　grass　were　somehow　inside　1昭r．　She　had　no　room　for　anything　else．

How　strange！She　looked叩at　the　pale　3ky，　and　all　she　thought　was，‘Yes，　it　was　the　most　successful

partyノ‘23）

（イタリックは筆者）

華やかな園遊会の終わりが花の隠喩で表されたのに対して（And　the　perfect　afternoon　slowly　ripened，　slowly

faded，　slovvly　its　petals　closed．（：‘）），第二の「陰」の世界は，限定された視覚的イメージによって，色彩を排除

した白黒の世界に描かれている。しかしこの中で，Lauraの頭の中にはまだ楽しい園遊会のざわめきが名残惜し

く残っており，ここだけは特に聴覚的，臭覚的イメージで周囲と異質に描かれているのである。またすぐ後には，

この薄暗い世界で彼女のドレxと帽子がひときわ目立ってしまうのである（How　her　frock　shone！And　the　big

hat　with　the　velvet　streamer．＿（：s））。

　このようにMans丘eldはイメージの種類や質を工夫し，読者の想像力によって五感にうったえ，彼女の描く世

界を読者に追体験させているのである。

IV　Lauraの心理的変遷

　園遊会が行われた日の朝から晩の短い間に，少女Lauraの心に実際に何が生じたのか，事故死した馬車引きの

死顔を美しいとまで思う心理的変遷がそこにあったのであろうか，これらの大部分は最後のLauraの言葉‘lsn’t

life．．．三sn’t　life・一’｛26，とともに行間に暗示されたままなのであり，読者の推測に任されているe

　一般に，Mans丘eldの短編では，「実際に書かれていることよりはるかに多くの事が暗示によって伝えられてい

る。」〔27，人物の性格描写や精神的な変化などは，碗曲にしかも簡潔に人物の言葉や行動で暗示されている。また例

えばOPの冒頭の言葉，‘And　after　all　the　weather　was　ideal’c2帥のように，簡潔な言葉によって園遊会が予定さ

れていたこの日の天候状態がいかに気がかりであったかや，この日がいかに楽しみにされていたか，などの言外

の状況を暗示する表現も多い。それゆえに，Lauraの精神的な変化の大部分もまた彼女の行動から推測しなけれ

ばならないのである。この作品の短いプロッM・：，そって主なる彼女の心の変化を探ってみたい。

　園遊会に先立ちテソト設営にきた人夫達との会話や行動から彼女について何がわかるかは先にも述べた。この

場面では，彼女が上流階級の家庭で生まれ教育を受けながらもその型にはまっていないこと，さらに彼女は素朴

で入間的な下層階級の人間に好感を持っており，下層階級に対しての軽蔑的な偏見はなく，階級差別には反対で

あることが示されている。そして，この場面はその後の彼女の言動を説明するうえで重要になってくる。

　上流階級の生活そのものh；　Lauraの性分に合わないことの暗示が繰り返されている。例えば，‘lt’s　so　delicious

to　have　an　excuse　for　eating　out　of　doors．＿’｛2e｝では，彼女が家の外で物を食べていけないというしつけをされ

ているが，このしつけに縛られていないことが暗示されている。これはすぐ後に気さくな一人の人夫への同胞意

識を示すためのバタ付きパソの丸かtりへとつながるのである。また，彼女はこれら人夫達に話しかけるのに，

最初は理親の態度の真似をする；‘She　tried　to　look　severe　and　even　a　little　bit　short・sighted＿’c3°，さらiこは母

の声色を遣って挨拶するが，それは‘fearfully　affected’｛31）に聞こえ，恥ずかしくなってしまうのでである。上流階

級の家庭でのしつけによって当然ながら下層階級に対する軽蔑的な偏見が生まれる。しかしLauraにはこれが始
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めから疑わしいものとして受け入れられていたようだ。また・Laura自身が積極的に人夫達に近づこうとする態

度，同等に扱われたいという傾向がみられる：

　　Lau，a・、　upb血gi・g　m・d・h・・w。・der　f・r　a　m・m・・t　wh・ther　it　w・・q・it・・esp・ctf・1。f・w。・km・n　t・t・lk

to　her　of　bangs　slap　in　the　eye．　But　she　did　quite　follow　him．（32）

また，ラベγダーの小枝を折ってその臭いを嗅いでいる人失を見たときにもこれに感動し彼女は思うのである二

・Oh，　how　extraordinari！y　nice　workmen　were＿’（33）同じ上流階級の少年らよりずっと気が合うと考えるのであ

る。人夫の一人が，・Are　you　right　there，　matey？’〔34，と呼ぶと彼女は・その親しみある呼掛けに大変にうれしく

なるのだ。行儀の悪さを気にすることなく堂々と・｛タ付きパソをかじりながら，自分も‘a　working　gir1’c35】になっ

た感じさえするのであるeLauraには，階級差別が愚かしいものであること，人間は本来平等であることの信念

が，未熟ながら，あらかじめあったと考えられるe素朴で気さくな，意外にも気持ちの細やかな人夫達との出会

いで彼女はこの考えにさらに自信を持つのである。

彼女のこの信念が揺らく・ことにtsるのtlt，馬車引ぎの轍死の知らせで麟会の中止を思い立ち・これに反対

された時である。最初彼女はJoseや母もまた当然彼女と同じ考えであると考えたのである。それゆえ彼女の無茶

な提案に驚いたJoseに，‘Why　did　Jose　pretend？’ta6｝と自問するのである。彼女はパーティー中止は無茶だとい

うJoseに対して反論するが結局口論となり結論は出ないのである。

その後Lauraは母親に意見を聞きに行くが，母親もまたJoseと同じ態度であった：

　　If　someone　had　died　there　normally－and　I　can’t　understand　how　they　keep　alive　in　those　poky　little

holes－we　should　still　be　having　our　party，　shouldn’t　we？c37｝

Lauraは園遊会を開くという母の意見を承諾せざるを得なかったが，母親の言うことはまったく間違っており

‘terribly　heartless’〔3H）だと思うのである。

　Lauraにとっては，馬車引きの家族もおよそ隣人なのだ：　‘They’d　hear　us，　mother；they’re　nearly

。。ighb。。，s！，1391そしてこの考えは，人夫との出会・・の場面の考えとも一致している・」。・e報の軽蔑的な言葉｝こ

は，階級差別の意識がはっきり窺えるのである。Joseや母が正しいのか，自分が正しいのか，今少女Lauraの頭

の中にはどちらかしかないのである。前者を認めることは，彼女らに共通する階級差別を容認することにつなが

るのである。

　だが，母が園遊会用に用意した美しい帽子をかぶったかわいい自分の姿を鏡で見て，少女Lauraの気持ちも揺

らぐのである：

　　1、m。th。，　right？，h，　th。。ght．　A・d・。w・h・h・P・d　her　m。山・・was　rlght・Am　I　b・i・g・xt・av・g・・t？

P。rh。p，　it・W。，　ext，avagant．　J・・t　f・・am・m・nt・h・h・d・n。ther　glimp・e。f　th・t　p。・・w。m・n・・d　th°se　little

，hild，en，　and　th，　b。dy　b，i。g　ca・・i・d　i・t・th・h・u・e．　B・t　it・11・eem・d　b1…ed・…ea1・1ike　a　pi・t・・e　i・th・

n。w，p。p，，．1，11　re＿b・・it・g・i・・ft・・th・p・rty’・。ver，・h・d・cid・d・A・d・。m・h。w　th・t・・em・d　q・lte　the

best　plan．＿く4D】

このLauraの心中の描写には，楽しい園遊会への期待h9　Lauraの心中に広がっていき・それと同時に馬車引きの

悲しい轍の衝撃鰯まって行くことがわかる．結局蹴会が細・ったらもう一度思いだすことが最娘い方法

だと考えるにいたるのである。
　しかしこの現実逃避のためらいが，帰宅したLaurieにもう一度尋ねようとするところに暗示されている。しか

しLaurieが彼女の帽子を褒めたことで，彼女は尋ねる機会を逃してしまうことになるのである。

　こうして楽しい園遊会は始まるが，彼女にとっては，本来の信念に背いてJoseや母の階級差別意識を容認して
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しまっているわけで，このある種の罪悪感はその後の彼女の行動の自信のなさに現れてくるのである。

　寳客が次々と訪れ園遊会が始まり，Lauraもそのもてなしで忙しいが，描出話法による彼女の視点からの状況

描写や感想には，この楽しみに完全に浸りたいが浸りきれないでいるといった彼女の微妙な気持ちが暗示されて

いるのである：

　　Wherever　you　1001ced　there　were　couples　strolling，　bending　to　the　fiowers，　greeting，　moving　on　over　the

Iawn．　They　were　like　bright　birds　that　had　alighted　in　the　Sheridans’garden　for　this　one　afternoon，　on　their

way　to－where？　Ah，　what　happiness　it　is　to　b巳with　people　who　a11　are　happy，　to　press　hands，　press　cheeks，

smile　into　eyes．“o）

‘on　their　way　to－where～’からも暗示されるように，彼女はこのような楽しみは一時的な気休めに過ぎないもの

であるかのように感じている。また，「幸福な人々」とあえてここで考えるのは，不幸な人々への思いが心の片隅

にあるからなのである。Lauraはこの華やかで賑やかな園遊会の状況に完全には融け込めないでいる。馬車引き

の事故死を聞く前の彼女は園遊会の準備が進みつつあるだけでもすでにはしゃいでいた一例えぽ，Laurieに駆

け嵜って彼を軽く抱きしめ，‘Oh，1　do　love　parties，　don’t　you2’｛42〕とあえぎながら言うのだった　　，だがこの時

の彼女の観察には哀感が込められている。Mans丘eldは暗示の手法でLauraの心の中をLaura自身気づかぬうち

に変えてきているのである。

　園遊会が首尾よく終わる。園遊会前の親子の論争など何も知らぬ父が事故について聞いていたかと家族に尋ね

たのをきっかけにして，再び馬車引きの話題になってしまう。爆が園遊会の残り物をプレゼソトにする考えを名

案として披露するが，Lauraだけがそれが名案だとは同意できない。

　ここでも階級差別意識の違いによる差があらわれる。下層階級に対する同情は，母にとっては目下の渚に哀れ

みを施すことであり，Lauraにとっては人間として対等に痛みを共有することである。それゆえLauraは残り物

を籠に詰めて持参することなど無礼であると感じるのである：‘To　take　scraps　from　their　party．　Would　the

poor　woman　really　lilce　that？’c43）だが今や自信を失っているLauraは不本意ながらも母の言うがままに貧民窟

の死んだ男の家に向かうのである。

　園遊会の賑やかな気分も抜けぬまま，Lauraは貧民窟を訪れ，・死んだ男の家を捜す。そのうちに，派手なドレ

スとビロードの飾りリボソのついた大きな帽子があまりにも場違いであることが気になりだす。近所の不幸を顧

みず自らも園遊会に加わったことから生ずるある種の罪悪感がこれらの物によって象徴的に表わされている。母

に言われるままに来てしまったが，今これを後悔している。その後，Scottの死顔を見るまでの彼女の一連の行動

は実に臆病で消極的に描かれている。例えぽ，次のような描写である：

　　Were　the　people　looking　at　her？They　must　be．　It　was　a　mistake．to　have　come；she　knew　all　along

it　was　a　mistake，　Should　she　go　bacl｛even　now～c44｝；It　wa3　as　though　she　was　expected，　as　though　they　had

known　she　was．　coming　here．．．．　Oh　to　be　away　from　this！．．．　1’11　just　leave　the　basket　and　go，　she　decided．　I

shan’t　even　wait　for　it　to　be　emptied【45｝；Laura　only　wanted　to　get　out，　to　get　away、｛46，

やがてScott夫人の姉妹に案i内されるがままに，目を泣き腫らしてひどい顔をした夫人に会い，別の部屋でScott

の死顔を見ることになる。彼女の心に大きな変化が起こ．り，自信すら生じることになるのがこの瞬間なのである；

　　There　lay　a　young　man，　fast　asleep－sleeping　so　soundly，　so　deeply，　that　he　was　far，　far　away　from　them

both．　Oh，　so　remote，　so　peacefu1．　He　was　dreaming．　Never　wake　him　up　again．　His　head　was　sullk　in

the　pi110w，　hi5　eye5　were　clo5ed；they　were　blind　under　closed　eyelids．　He　was　given　up　to　his　dream．

What　did　garden　parties　and　baskets　and　l　ace　frocks　matter　to　him？He　was　far　from　all　those　things．　He

wa5　wonderful，　beautifu1．　While　they　were　laughing　and　while　the　band　was　playing，　this　marvel　had　come

to　the　lane，　Happy＿happy．．．．　All　is　wel1，　said　that　sleeping　face，　This　is　lust　as　it　3hould　be，　I　am

一26一



The　Glarden　Partyにおける構成と文体および主人公の心理的変遷

content，C47｝

事故死を示す様な痕跡は何もなく，男は眠うて夢でも見ているかのようであった。不幸な事故，顔を泣き腫らし

た夫人，夕暮れの貧民窟，このような暗い雰囲気に反して，その死顔は意外にも穏やかであり・幸福そうであり・

その日Lauraが体験した喜びと悲しみそしてこれらの狭間での感情的葛藤に対してそれは超然とした様子で

あった。入生の喜びや悲しみなどが何等の影響も与えることのできないまったく異なった不思議な世界がそこに

あったe少女としては堪えがたい苦悩の中にあったLauraにとって・これらの苦悩から完全に開放されて満足そ

うな男の顔はすばらしく，美しくすら見えたのである。喜びや悲しみに翻弄される人間の哀れを感じ・同時にそ

のような人間に階級差など本来ないことを思うのである。この不思議が園遊会の庭にではなくまさにこの貧民窟

に起きたことでさらにその意識を強くする。本来階級差別を否定していたLauraは失いかけていた自分の信念へ

の自信をここで取り戻すのである。階級差別意識を持たないLauraであるがゆえにこのように感ずることができ

たことは明かである。この一連の心の変化は，折ったラベソダーの小枝の臭いをgnv）だ人夫の意外な人間らしさ，

繊細さに感動し，階級差別意識の誤りを強く確認した彼女の心の変化と同じものであり，人夫との出会いがこの

場の布石となっているのである。

　　Lauraは泣きながら，ある種の罪悪感から，死人に詫びるのである：‘Forgive　my　hat，’（4B｝しかし自信を取

り戻したLauτaの態度の変化，すなわちそれまでとは対照的な彼女の積極性が，　Mansfieldの簡潔な文体によっ

てそれとなく描写されている：

　　And　this　time　she　didn’t　wait　for　Em’s　sis亡er．　She　found　her　way　out　of　the　door，　down　th巳path　past

all　those　dark　people、｛49⊃

この作品は暗示的表現に満ちているが，終わり方もまた暗示的である：

　　‘lsn’t　life／she　sta㎜ered，‘isn’t　Iife－’But　what　life　was　she　couldn’t　explain．　N。　matter．　He　quite

understood．

　　‘lsn’t　it，　darling？’said　Laurie．〔50｝

すばらしい死を見たLauraはまた同時に，喜びや悲しみ，虚栄心，階級差別などに翻弄される人間の宿命につい

て考えざるを得なかったろう。しかしまた同時に，人生は少なくとも人間の平等を約束しており，Lauraの期待

を裏切らないもののようであった。このような人生をまだ未熟な少女Lauraは驚きと希望の中で言葉に表すこと

ができなかったのではないだろうか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　V　結　　　び

　以上のよ’うに，GPは文体のみならず構成においても，作者の十分な配慮がなされている。文体においては，特

に主人公Lauraのその時々の様々な感情が細やかに描写されているが，その中に一連の心理的変遷を辿ることが

できる。さらにMansfield　et彼女の心理的変遷に関わる情報を適当な場所にそれとなく配置している。これによっ

て，読考は自らの想｛象力を無理なく働かし，作品の意味の構築に参加するのである。描出話法や不完全直接話法

さらには様々な種類のイメージの駆使もまた，臨場感を高めており，これもまた読者の追体験を促すものである。

文学の役割はある経験に関する知識を伝えることにあるのではなく，想像力を介して読者にある経験を追体験さ

せることにある．・・IM。。、丘，1dは新い軽験を描くというよりはむしろごくありふれた経験を鮮明に拡大して描

き，経験を広めるのではなく経験を深める方法で，読者の追体験を促している。

」。、eや母の選択が正しかったのかL・u・aの提案が正しかったのかの本当の縮は・いかにn・rr・t。・カ；前者を

弁護しようとこの作品ではなされていない。J。・eやMrs　Sh・・idanの述べ耀由眠実的であり・そこに処世稀言

が窺われるとはいえ，階級差別意識が歴然としており，適切なものとしては描かれていない。後に，Mrs　Sheridan
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がScottの家族へのブレゼソFを提案するのは，ある種の罪悪感からである。だからといってLauraの園遊会停

止の鑑案が正しいということも階示され’ていない。彼女の提案はやはり‘extravagant’であり，非現実的なま1まな

のである。この作品では，JoseやMrs　Sheridanの行動は常識として容認されているが，その上流階級の常識の

中にある階級差別意識がいかに薄蝦なものであるかが，まだこの常識に汚染されていない純無垢な少女の目を通

して示唆されているのである。
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